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「
正
解
」を
拒
絶
し
た
世
耕
弘
一

近畿大学「発展」の最大要因

＜ ＞

紀
の
川
市
に
近
畿
大
学
生

物
理
工
学
部
の
開
設
を
決
定

し
た
、
世
耕
政
隆
（
１
９
２

３
〜

年
）
の
「
回
想
録
」

（
２
０
０
４
年
、近
大
発
行
）

が
示
唆
に
富
む
。
日
本
大
学

医
学
部
教
授
や
自
治
大
臣
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
政
隆

は
近
大
第
二
代
総
長
時
代

に
、「
競
争
が
な
い
と
教
育
、

学
問
、
研
究
は
前
途
が
な
く

駄
目
に
な
り
ま
す
」
と
強
調

し
た
。
大
学
経
営
者
と
し
て

の
政
隆
の
見
識
の
一
端
が
う

か
が
え
る
。

日
本
文
芸
家
協
会
に
所
属

し
た
詩
人
で
も
あ
っ
た
政
隆

は
、
「
樹
下
去
影
」
と
い
う

玉
稿
を
残
し
た
。
「
彼
と
私

と
の
生
活
は
、
突
然
に
始
ま

っ
て
、
最
後
も
、
ず
い
ぶ
ん

唐
突
に
別
れ
た
も
の
だ
な
、

と
し
き
り
に
思
う
」
で
始
ま

る
玉
稿
。
「
彼
」
す
な
わ
ち

父
親
で
あ
る
世
耕
弘
一
（
１

８
９
３
〜
１
９
６
５
年
）
に

つ
い
て
述
懐
し
た
文
章
だ
。

新
聞
記
者
や
大
学
教
授
を

経
て
、
紀
南
を
選
挙
地
盤
と

し
て
活
躍
し
た
衆
議
院
議
員

・
世
耕
弘
一
は
近
大
創
設
者

（
初
代
総
長
）
で
あ
る
。
弘

一
は
最
晩
年
、
家
族
に
対
し

て
「
遺
言
も
、
思
い
残
す
こ

と
も
、
一
切
無
い
」
と
断
言

し
た
。
「
つ
い
に
政
治
を
や

れ
と
も
（
中
略
）
大
学
の
こ

と
も
、
一
言
も
私
た
ち
に
も

誰
に
も
黙
し
て
語
ら
な
か
っ

た
」
と
政
隆
は
証
言
す
る
。

政
隆
は
続
け
て
こ
う
語

る
。
父
・
弘
一
は
「
誰
で
も

か
ま
わ
ぬ
。
自
ら
出
て
く
る

奴
だ
け
が
や
れ
ば
良
い
」
と

大
き
く
叫
ん
で
い
る
よ
う

だ
。こ

う
し
た
政
隆
の
含
蓄
が

あ
る
文
章
を
吟
味
し
な
が

ら
、
筆
者
は
創
設
１
０
１
年

目
を
迎
え
教
育
・
研
究
・
社

会
貢
献
な
ど
の
面
で「
発
展
」

し
続
け
る
近
大
、
そ
の
創
設

者
の
覚
悟
を
実
感
し
た
。
世

耕
弘
一
は
、
近
大
「
発
展
」

の
た
め
の
未
来
へ
向
け
た

「
正
解
」を
拒
絶
し
た
の
だ
。

未
来
の
こ
と
は
去
り
ゆ
く

オ
レ
（
弘
一
）
が
何
ら
か
の

ゴ
ー
ル
を
提
示
す
る
の
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
抜
く

オ
マ
エ
（
政
隆
）
た
ち
自
ら

が
考
え
て
拓
か
な
け
れ
ば
無

意
味
だ
。
そ
ん
な
覚
悟
を
も

っ
て
「
正
解
」
を
全
く
遺
さ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
言
え
ば
幕
藩
体
制

下
、
偉
大
な
藩
祖
が
具
体
的

指
示
を
遺
言
し
、そ
れ
が「
呪

い
」
の
如
く
後
続
の
藩
主
た

ち
を
束
縛
し
、
自
由
な
政
治

経
済
的
判
断
を
阻
害
し
た
事

例
が
あ
る
。弘
一
の「
正
解
」

拒
絶
は
、
後
続
の
人
間
の
理

知
的
判
断
へ
の
敬
意
で
も
あ

り
、
今
日
の
近
大
「
発
展
」

の
最
大
要
因
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

曽
野
洋
（
四
天
王
寺
大
学
教

授
・
慶
応
義
塾
大
学
客
員
研

究
員
）

‖
次
回
は
７
月

日
掲
載
予

定

総
長
時
代
の
世
耕
弘
一
‖
近
畿
大
学
提
供


